
■山梨県全体における対応の基本方針について
検討経緯

• 山梨県内における道路の渋滞対策を効率的に進めていくため、「山梨県道路交通円滑化・安全委員会」※（以下「委員会」）において、道路利用者の皆様が
実感している渋滞箇所等を「主要渋滞箇所」として特定しました。

H24.6  第10回委員会

H24 8 第11回委員会
実感している渋滞箇所等を 主要渋滞箇所」として特定しました。

• このたび、「地域の主要渋滞箇所」の対応の基本方針を「委員会」において検討し、決定しました。

※ ｢山梨県道路交通円滑化・安全委員会｣の構成員
◯学識経験者 ◯山梨経済同友会 ◯甲府商工会議所卸売商業部会

◯山梨県タクシー協会 ◯(一社)山梨県バス協会 ◯(一社)山梨県トラック協会

◯(一財)山梨県交通安全協会 ◯(一社)日本自動車連盟山梨支部 ◯山梨県交通安全母の会連合会

◯中日本高速道路(株)八王子支社 ◯山梨県 ◯山梨県警察本部

H24.8  第11回委員会

H24.12 第12回委員会

H25.1 主要渋滞箇所の特定

H25.6 第13回委員会

概 要

１．山梨県の概況 ３．山梨県の交通ネットワークイメージ

◯中日本高速道路(株)八王子支社 ◯山梨県 ◯山梨県警察本部

◯国土交通省関東運輸局山梨運輸支局 ◯国土交通省甲府河川国道事務所 ◯国土交通省関東地方整備局道路部

H25.6 第13回委員会

対応の基本方針の公表

山梨県

の状況

• 可住地面積割合が県土の２１％と全国でも４番目に低く、甲府盆地をはじめとした富士川、釜無川、笛吹川の周辺の平地部を中心に人口や道
路をはじめとする交通ネットワークが集中しています。

• 特に県都甲府市を抱える甲府盆地には、県人口の7割が集中しており、産業、教育、文化等の多くの都市機能が甲府盆地に集積するとともに

東西方向の交通軸と南北方向の交通軸が交差する交通の要衝となっています。

• 鉄道やバスなどの公共交通機関があまり発達していないため、通勤・通学や買い物等の日常生活においては道路への依存度が高い状況です。

• また、周辺を急峻な山々に囲まれ、富士山をはじめとする自然豊かな観光資源に恵まれており、首都圏から約100ｋｍ（1時間圏）という地理的
条件を活かし、休日や観光シーズンは大勢の観光客が訪れています。

道路ネットワーク
の整備

道路

交通

状況

• 限られた平地部に人と道路が集中しているため、主要な幹線道路で渋滞が発生しており、特に東西方向の交通軸である中央自動車道や国道２
０号と都市機能が集中する甲府盆地では、都市内交通と主要都市間の交通が混在、集中し、特に朝夕の通勤、通学時に激しい渋滞が発生して
います。

• また、主要な観光地が集中している山梨県東部・富士北麓地域をはじめとする観光地周辺及びアクセス道路においては、休日や観光シーズンに
利用者が集中するため渋滞が発生しています。

２ 対策の方向性

【甲府地域】

通過交通と中心市街
地への流入が混在し
交通容量が不足

道路ネットワーク
の整備

東西方向の交通軸

新山梨環状道路

市街地の通過交通と
流入交通を分散２．対策の方向性

概 要

総合

対策等
• 山梨県においては、朝夕の通勤、通学時に集中する交通による交通渋滞、休日・観光シーズンの交通渋滞について、それぞれの渋滞要因に
即した対策を総合的に講じていきます。

①朝夕の通勤・通学時に集中する交通による渋滞の対策について

都市内交通と通過交通の分離

【山梨県東部・
富士北麓地域】
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• 都市内交通と通過交通の分離
市街地を迂回する道路ネットワークの整備により、市街地を通過する交通の抑制、流入交通の分散を図ります。
→環状道路の整備（新山梨環状道路）

• 交差点形状や道路構造に起因する速度低下の改良
→円滑な交通となるよう交差点改良や道路改良を実施致します。

②休日等における観光交通に起因する渋滞の対策について

• アクセス道路の渋滞対策
首都圏や中京圏からの主要な観光地へのアクセス道路となっている東西方向の交通軸の渋滞について 交通容量の拡大検討やネットワ ク

交通容量が不足
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整備等 首都圏や中京圏からの主要な観光地へのアクセス道路となっている東西方向の交通軸の渋滞について、交通容量の拡大検討やネットワーク
の整備による広域交通の分散導入を図ります。
→東西交通軸の交通容量の拡大検討（中央自動車道小仏トンネル周辺等の交通容量の拡大）
→道路ネットワークの整備（中部横断自動車道、西関東連絡道路 等）

• 観光地周辺における渋滞対策
交通需要に対して交通容量が不足する主要渋滞箇所について、交差点の円滑化や交通容量の拡大を図るとともに観光シーズン時における
工事抑制等のソフト対策を実施していきます。
→拡幅による車線増、交差点改良等（新屋拡幅 等）

今後の対応方針
・各主要渋滞箇所の渋滞対策について、既存道路ネットワークの有効利用に取り組むとともに、道路構造上の問題などを抱える渋滞ボトルネック箇所について各道路管理者や警察が連携し、道路利用者等の

協力を得つつ検討箇所の抽出、渋滞要因の分析・対策の立案・実施を行なっていきます。

→朝夕の通勤・通学時に集中する交通による渋滞の対策、休日等における観光交通に起因する渋滞の対策を進めて参ります。

→中央自動車道の高井戸IC～上野原IC間において、WG（ワーキンググループ）を設立し、各道路管理者や警察が連携して対策等の検討を進めます。

・今後、渋滞箇所や渋滞状況が変わることが想定されることから、山梨県道路交通円滑化・安全委員会で主要渋滞箇所やその対応方針について見直しを行って参ります。（PDCAサイクル）
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■山梨県全体における対応の基本方針について ～現在の対策等の例～ 

参考① 「山梨のみちづくりビジョン」（H20年度、山梨県県土整備部） 

■山梨県のみちづくりのテーマと目指す10年後の姿 

■将来道路ネットワークと整備効果 

参考② 各事業箇所の概要（国土交通省 パンフレット等） 

■西関東連絡道路 ■国道１３８号 新屋拡幅 

※新屋拡幅パンフレット（甲府河川国道事務所）引用 
 

※西関東連絡道路パンフレット（山梨県）引用 

■中部横断自動車道（新清水JCT～増穂、長坂～八千穂） 

※中部横断自動車道パンフレット（甲府河川国道事務所）引用 

新屋拡幅は、国道１３８号の２車線区
間における慢性的な渋滞を解消するこ
とによって、観光産業等の地域経済へ
の貢献や、地域生活の快適性・安全性
の向上に寄与することを目的とした延
長2.6kmの拡幅事業です。 

※新山梨環状道路パンフレット（山梨県）引用 

■新山梨環状道路（北部区間） ■新山梨環状道路（東部区間） 

※新山梨環状道路パンフレット（山梨県）引用 

■路線図 

■路線図 

新山梨環状道路(北部区間) 延長約17㎞ 
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 西関東連絡道路は、埼玉県深谷市から山梨県甲府市
に至る延長約110km（山梨県側約34km）の「地域高規
格道路」で、そのうち甲府市桜井〜山梨市東までの間が
「甲府山梨道路」として整備を進めています。 
 この道路の整備により、一般国道１４０号の渋滞が緩和
されるとともに、甲府都市圏と峡東地域・秩父方面との連
携がさらに強まります。 

西関東連絡道路 

とは 

■ 渋 滞 緩 和 ・ 所 要 時 間 短 縮 

   甲府山梨道路Ⅱ期区間と並行して走る国道
140号では、西関東入口交差点周辺の渋滞など
のため、山梨市万力～岩手橋間で約7分かかっ
ており。年間46.6万人時間の損失が発生してい
ます。 
 この区間の整備により、所要時間は約3分短縮
され、渋滞損失時間は30万人時間削減される
見込みです。 

国道140号の渋滞の状況 

新宿拡幅の概要 新宿拡幅の整備効果 

中部横断自動車道 

（新清水JCT～増穂） L=約75km ■中部横断自動車道に期待される効果 

調査中区間 L =約34km 事業中区間 

L=約15km 

中部横断自動車道 

（長坂JCT～佐久小諸JCT） L=約57km 

供用区間 

L=約8km 

供用区間 L=約16km 事業中区間 L=約59km 




